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笑いは、人生を幸福にする。
笑いは、ストレスを和らげる。

笑いは、脳の働きを元気にする。

笑いは、人を美しくする。

笑いは、まわりの人に伝染し、

コミュニケーションを円滑にする。

つまり、笑いは、たくさんの人の人生を幸福にしている。

そんな笑いを創り出す人とは、一体どんな人なのか？

ただ人を笑わせるために、人知れず芸を磨き、日々鍛錬を続ける、

その人たち自身も、とても素敵な笑顔をしていた。

特
集

PROFILE　1959年、静岡県生まれ。1982年春風亭柳昇に
入門。1986年二ツ目、春風亭昇太となる。1992年真打ち
昇進。新作落語の創作活動に加え、現代的な解釈で落語
に取り組む。演劇や音楽などジャンルを越えた公演でも
幅広く活躍。落語の書籍、CD、DVDの他、著書に「城ある
きのススメ」。第55回文化庁芸術祭（演芸部門）大賞受賞。

春風亭昇太
ストレス解消法はうけること！

伝承芸じゃない。個々の考えをよ

り強く出さないと」。

　もちろん、初めてのネタは特に

考えるし、悩むし、ストレスがた

まる。でも、落語家の最大のスト

レス解消法はうけるということ。

「落語をやる難しさと同時に、う

けるという楽しさが待っているか

らできる。独演会やトリのとき、

幕が下りて拍手が止まない中、幕

の向こう側で『あ～面白かった！』

という声が聞こえてくると幸せ」。

笑いはストレスをもみほぐしてく

れる、脳へのマッサージ。「大変

　当時は漫才ブーム。マスコミに

も、落語家は時代遅れの笑いを

やっていると思われていた。そん

な中、寄席でタブーとされていた

メガネを貫き、高座（舞台）で寝っ

ころがるようなことも。「これが

落語？」と思いつつも爆笑を誘う。

型破りな演出にとまどう落語ファ

ンもいたものの、プロの落語家か

らは応援された。「落語家は落語

が完成していると考えるとダメだ

と思う。僕が落語を演出するとし

たらこうなります、というのが今

やっていること。伝統芸だけど、

な時期に、人は笑いたいと思う。

それは、震災のときに感じた。個々

のお客さんが求めている笑いがあ

るから、その選択肢の中に春風亭

昇太がいるといいな、と思う」。

　映画や人が楽しむモノの値段を

見るたびに、落語がもっと面白い

かと考える。「いつも懸命にやる

ことを心がけている。絶対に最後

まであきらめない、やりきる！今

日のお客さんに楽しんでもらうこ

とだけを考えてやっています」。

今やれる精一杯、だからこそいつ

も目が離せない。

　テレビ番組『笑点』でもお馴染

みの春風亭昇太さん。寄席での一

席は主に創作落語。現代の言葉で、

時代にこだわらないストーリーを

展開する。

　10代のころは演劇やコントに

憧れていたという。「大学に入っ

て初めて観に行った落語がすごく

面白くて、それから。演劇は、人

と絡むことが多いから、僕には向

かないと思った。落語は一人でで

きる。やってダメなら僕のせいと

あきらめもつく。自分で演出でき

るのが、落語の最大の魅力」。
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PROFILE　大阪生まれ。高校中退後、ショーパブで働く。
その後、東京でタレント活動をはじめる。「Mi s s  
In te rnat iona l  Queen  2009」世界１位、「BEST 
JEANIST 2010」、「ネイルクイーン2011」受賞。

はるな愛
すべてが楽しめる人生、
悩んだからこそ今がある

いう表情だ、ビヨンセならこうい

う唇の形とか。上辺だけではでき

ない。その人に近づけようとやっ

てたら、気持ちまでその人になっ

ちゃうんです」。どんなに疲れて

いても、本人がやっている気持ち

にそのまま引っ張られる。そんな

繰り返しも、キラキラしたエネル

ギーのモトになっているようだ。

「女の子になりたい、自分らしく

生きてみたい」と親に告白したの

は15歳のとき。それまでグレー

だった世界が一気に色づいた。も

ちろん、親や周囲との間に悩みは

尽きなかった。「悩んだから今が

ある。ここでめっちゃ考えたら、

すぐに次にはハッピーなことが来

るのがわかっているから、すべて

が楽しめるという人生になれた」。

　どこで出会っても、明るい笑顔

がたえない、はるな愛さん。「テ

レビでたくさんの人に笑ってもら

いたい」。そう思うのも、男の子

に生まれながら、性に違和感を感

じていた子どものとき、テレビの

ハコの中の芸能界に夢を見たから。

「いやなことをすべて忘れさせて

くれるハコだった。私は今、そこ

に入ってるから、笑顔でいること

が大切だと思う。小さいときにア

イドルを走って観に行った記憶が

強く残ってる。だから、街で呼ば

れたら、笑顔で一緒に写真を撮り

たくなるんです」。

　今では、憧れだったアイドルそ

のものになりきる “エアー芸” も

人気のひとつ。「けっこう喉を使

うんですよ。このときの声はこう

可愛らしいファッションは、“女

の子” への憧れが強かった幼稚園

や小学校のときの気持ちからきて

いる。「普通は親に服をチョイス

してもらって、家のカラーがあっ

て、そこからはみ出すと私らしく

ない、と思ってしまう。でも、い

きなり女の子になれるチャンスが

来たから、なんでも試せる」。嬉

しかったのは、テレビの仕事で自

身の存在が、性の問題で悩んでい

る子どもに、家族や社会に向かう

勇気を与えたことを知ったとき。

「人は、みんな変われる。いつでも、

年齢も関係ない。周りの人のため

に生きる人生じゃなく、自分のた

めに生きる人生を選んだら、勇気

も出る」。とっておきの笑顔に、

力強い言葉が響いた。
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PROFILE　1971年大阪府生まれ。1995年に芸人養成の
スクールJCAに入り、ドランクドラゴン結成。バラエティ番
組『はねるのトびら』出演以降、俳優としても映画、ドラマで
活躍。『間宮兄弟』（2006年）では、キネマ旬報、ブルーリボ
ン賞、毎日映画コンクールの新人賞を受賞。NHK『LIFE!
～人生に捧げるコント～』では、イカ大王のキャラクターで
人気を呼んでいる。CD「イカ大王体操第2」を発売中。

塚地武雅
笑いがすべて、仕事で恩返ししています

いまや、街でその姿をみかけただ

けで「うける！」と笑う子も（笑）。

ある程度バックボーンを拵えるこ

とで、キャラを通した表現ができ

るようになったのは財産。

　バラエティ番組でのコントの評

判から俳優のオファーも来た。「お

笑いとして培ったものがベースに

あって、両方やらせてもらってい

るのはありがたい」。コンビでは

作演出をし、相方に間も細かく指

示する監督のような立場だが、「芝

居の現場では、監督がああしたい、

こうしたい、と言ったらそれが正

解だと思って従う。期待に添える

かどうかだけ」。

　笑うことは人の安心する感情だ

と言う。「『悲しい』はすべての人

に共通するけど、『笑う』ことは

　お笑いコンビ・ドランクドラゴ

ンの塚地武雅さん、近年では俳優

としても活躍の幅を広げている。

「子どものころから人を笑わせる

ことで、友達とのバランスがとれ

たり、居場所があったような気が

する」。中学のときからお笑いの道

に行きたいと思っていた。大学卒

業後、一度就職するも辞表を出す。

「父親は怒り狂い、母親も泣き崩

れた。食えなくても誰に反対され

ようが、やるしかないと思った」。

　事務所の養成所で相方（鈴木拓）

と出会い、コンビでのネタづくり

が始まった。「モノマネが得意だっ

たから、キャラクターが面白いコ

ントをやってみた。僕の言動を

ずっとみてクスクス笑っているの

を肌で感じて、すごく嬉しかった」。

バラバラ。全員ツボが違うのが面

白い。災害や戦争のとき、一番い

らんような仕事だけど、一番いる

ような仕事だと思う。好きなだけ

なんですけど、やりがいを感じて

る」と、はにかむ。子どものころ、

お笑いをみて幸せだった、それを

今、仕事として返している気持ち。

「イカ大王の着ぐるみも昔なら見

た目じゃなくネタで勝負！と受け

入れられなかったと思う。今は、

子どもたちが目を輝かして見てく

れるのが嬉しい」。

「夢は、ただただ笑える、長い尺

の喜劇の映画やドラマをつくるこ

と。一番の理想は、自分でやりたい。

自分の面白い間は自分がわかる」。

常に厳しく自らの表現と向き合っ

て、笑いを追求し続けている。

こしら
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PROFILE　上からケッチ！とHIRO-PONのサイレントコ
メディー・デュオ。１９９９年結成。エジンバラ・フェスティバ
ル・フリンジやブライトン・フェスティバル・フリンジでの
受賞など言葉や文化を超えたパフォーマンスが、高く評
価されている。２００７年には、Newsweek日本版「世界が
尊敬する日本人１００」に選出。２０１４年からは６人組ユ
ニット「ザ・が～まるちょばカンパニー」でも活動している。

PROFILE　1990年、日本大学芸術学部在学中に珍しい
キノコ舞踊団を結成。演出・振付・構成を担当し、作品発
表を行うほか、映画『めがね』（2007年）、CM「アセロラ
体操」（2010年）、miwaをはじめJ-POP楽曲への振付や
出演など幅広く活躍。

が～まるちょば

は、大いに笑う。リアクションが

大きいですね」（Ｈ）。

　忘れられないステージが、2007

年、神奈川県立青少年センターで

の公演だ。それまで、自分たちの

表現が伝わる限界と考えていた客

席数400名程度の公演に留めてい

た。自分たちの表現に限界を作ら

ないために、倍の客席数での公演

を初めて行った。「海外では評価

いただいていたのですが、日本で

は、無理なのかなんて思っていま

した。でも、ステージが終わると

スタンディングオベーション。日

本でも受け入れられたんだと感じ

て、舞台で泣きましたね」（Ｈ）。

　二人にとって「笑い」とは。「余

裕かも。日常に『笑い』がある方

がいいですよね」（ケ）。「誰かと

一緒なら、『笑い』のある人生が

いい。笑ってくれる人がいるから、

自分のために演じる。もし、無人

島に一人なら、演じることもない

でしょうね」（Ｈ）。

「が～まるちょば」とは、ジョー

ジア語で「こんにちは」の意味。

「サイレントコメディー」、文字通

り言葉を使わずに笑いを届ける

HIRO-PONとケッチ！の二人組だ。

「舞台に違う世界を作り上げ、お

客さんの頭の中で言葉を想像でき

るよう、僕らが仕向けるんですよ」

（Ｈ）。言葉を使わずに、お客さん

の想像を膨らませることによって

「笑い」が生まれる。

　が～まるちょばは、海外での活

動も多く、高い評価を受けている。

日本と海外とで「笑い」に違いは

あるのだろうか。「基本的には同

じかもしれません。言葉を使わな

いため、言語を超えた人間の普遍

的な『笑い』だと思います」（ケ）。

ただ、お客さんの「笑い」に対す

るリアクションが違うという。「日

本では、面白いと思っていても、

周りを気にしてか、リアクション

が小さい。海外だと、周りに関係

なく、自分が面白いと思ったこと

伊藤千枝（珍しいキノコ舞踊団）
人とふれあい、自然と笑顔に

言葉を使わずに、笑いを届ける

　その思いから、子どもや親子、

さまざまな年代とのワークショッ

プも、人と人がふれあうことが

テーマだ。さすったり、背負ったり、

トンネルをつくって通り抜ける

ゲームをしたり、気がついたら身

体を動かしている。必死になって

動いているうちに、自分の身体の

身体性に気づいたり、人の重さを

感じたり、汗びっしょり。ダンス

では、表現するものが自分の身体

しかない。「『ダンス楽しいでしょ』、

もあるけど、『人間讃歌』。『人っ

てすごいでしょ、素晴らしいで

しょ人間って』、ていうことを最

終的に伝えたい」。

　学校でのワークショップでは、

大人しい子が積極的に動き出して

先生に驚かれることもある。「今

の社会では、人目が気になる。ワー

クショップでは、そういうことが

気にならない時間をつくりたい」。

縮こまらない、身体と心がつなが

る表現から、笑顔が生まれる。

「珍しいキノコ舞踊団」を主宰す

る振付家の伊藤千枝さん。子ども

のころから踊りが好きで、大学で

出会った仲間と念願のダンスの団

体をつくった。コミカルな振りで

独特な世界観を表現する舞台作品

は、メンバーと手探りでつくられ

る。「パズルのピースを探すように、

何でもいいからやってみる。つ

くっていく中で、自然と笑顔にな

るようなことが出てくることが多

い。顔がぱっとはじけるというか、

そうなるといいなと思いながら作

品つくったり、踊ったり」。

　伊藤さんの思うダンスとは、「自

分の中から、感情から生まれてく

る動き」。“かっこいい” 舞台を目

指しているけど、“クール” では

ない。はずしたところにある面白

さを求めるのは、昔みていたドリ

フターズやアニメの影響もあると

言う。いつも念頭にあるのは、お

客さんに笑顔になってほしい、み

んなと一緒に踊りたいということ。
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PROFILE　1994年日本浪曲協会主宰の浪曲三味線教
室に参加。翌年玉川福太郎門下に曲師として入門。
2001年より浪曲師としても修行を重ね、浪曲師と曲師の
両方で活動。2006年に芸名を玉川奈々福に改める。浪
曲イベントのプロデュース・出演に加え、テレビ、インター
ネットラジオなどでも幅広く浪曲の魅力を伝えている。

PROFILE　コミックバンド。メンバーは左から省吾、大
久保ノブオ、タマ伸也。1996年に結成。寄席演芸場か
ら大ホール、野外フェスまで音曲ネタで会場をわかせ
る。アイス「ガリガリ君」CMソング、Eテレ「みんなのう
た」など楽曲提供。2014年度、国立演芸場花形演芸大
賞・大賞受賞。

お涙頂戴の代名詞だが、笑える話

も多いという。「昔は寄席でも浪

曲が入っていて、その多くが粋な

笑いでした。いまあまり知られて

いないのは残念。泣きもあれば笑

いもある。感情に訴える浪曲は、

その振り幅が大きい。『次郎長伝』

や『左甚五郎伝』などネタそのも

のが笑えるものがいっぱいある」。

　笑いが好きだった師匠から受け

継いだ演題の他に、新作にも取り

組む。「自分がいいなと思う価値

観を込めたい。原作に惚れ込んで

浪曲にしたり、お涙頂戴の先入観

を覆したいと『浪曲シンデレラ』

という爆笑の作品をつくったり。

緊張を強いられる世の中だから、

客席で物語に心浸しているときだ

けは、油断してほしい。身体緩め

てほどけてほしい」。

　舞台は生き物。お客様とつくる

空間を毎回楽しみに、舞台やワー

クショップなど、独自の企画が生

まれている。

　20年前、三味線の音色に惹か

れて浪曲の世界に足を踏み入れた。

「浪曲の三味線は音の出し方が自

在。効果音や “うっ” という人の

感情なんかも描けます。いくら弾

いても飽きません」。軽い気持ち

ではじめたが、音色の先にある浪

曲の核心がなかなか掴めなかった。

師匠に促され、節をうなったこと

でさらに深みにはまった。「節を

うなって、はじめて芸の自在さを

感じました。浪曲師と曲師の裁量

がすごく大きい。だからセッショ

ンがうまくいったときの快感は喩

えようもありません」。

　近年では他ジャンルとのコラボ

レーションも多い。「例えば格式

の違うお能でも、身体と身体で息

が合う共通性に気づいて、お能の

語りの間に三味線を入れられた。

譜面がなくて人の息を盗む浪曲の

三味線ならでは」。芸能の特徴を

探ることで世界が広がっている。

　浪曲といえば浪花節。浪花節は

玉川奈々福
泣きもあれば笑いもある、
感情に訴えるのが浪曲

ポカスカジャン
なんでもあり、笑いでロックを貫く！

と人との関係性や立場が作用して

笑いになることもある。そのさじ

加減は実践で学んだ」（S）。

　結成から半年で２時間の単独ラ

イブに恵まれた。「音楽があった

からこそできた。爆笑もとりたい

けど、演奏して楽しい！それが僕

らの強み」（T）。一方、生の舞台の

怖さも。「スベるとすぐにわかる。

ただ、それを超えてネタのエピ

ソードになるのも不思議」（O）。

　今年は20周年。これまでやっ

てこれたのも、「仕事」の枠を超え、

笑ってもらうことの楽しさを味わ

えたから。「忘れられない本番は、

震災後の気仙沼のライブ。揺れる

ような笑いが起きて、まさにゾー

ンに入った感じ」（T）。そんなスー

パーライブに向かって常に全力

投球だ。「目指すはクレイジー

キャッツ。個々が強くなるとグ

ループも強くなる。それぞれ新し

いことにも挑戦して、芸を磨いて

いきたい。楽しい笑いで日本を明

るくしたい！」（O）

　音楽を思いっきり楽しんで、お

客さんに笑ってもらう！コミック

バンド「ポカスカジャン」は、フ

ジロックなど人気バンドが出演す

るロックフェスも、笑いで盛り上

げる。メンバーそれぞれがバンド

ボーカル出身で抜群の演奏にのせ

たネタが売りだ。

　音楽からなぜお笑いに？「30歳

を前にワハハ本舗の舞台をみて

『なんでもありの舞台、これこそ

ロックだ！』と衝撃を受けた。バ

ンドをやめて、ワハハの社長に入

れてほしいと頼み込んだんです。

花やしきで開催したワハハの

ショーからのスタートでした」（O）。

　デビューの条件は、３人の音楽

ユニット。花やしきで出会った歌

のうまい省吾と、後輩のタマ伸也

を引き入れ、ネタづくりがはじ

まった。曲はできてもネタはでき

ない。さんざん悩んで、社長にくっ

てかかったことも。「『笑いってな

んですか？弱いものいじめです

か？』って。ある意味そうで、人

たと
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谷垣内和子
（日本音楽研究者）

Tanigaito Kazuko

美匠
熟考

「鋏は嘘をつかない。お前が苦労した分だ

けうまくなる」。何でもそうでしょうが、入

門後は、必死で稽古をしました。手には必

然的にタコができる。これがグリップになっ

て、鋏の位置の目安になるんです。生前父

は私ほど大きなタコはなかったので、うま

い力加減になっていたのかもしれません。

「紙切り」はリクエストをいただいて、切

るプロセスも楽しんでもらいます。時事的

なお題もどう切るか。自分が知らないもの

は、生みの苦しみも見てもらって評価して

もらう。「紙切りは、なんでも受け止める

べきだ」というのが父のポリシーでした。

トリの師匠方がアクシデントで遅れたら、

その前の紙切りで間をつながないといけ

ない。父は春日部訛りから落語家をあきら

めたけど、そのぶん話芸も評判がよかっ

た。名人と言われても、お客さんに芸を楽

しんでもらいたい、その一心でした。
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　日本を代表する楽器「コト」。「こゑいと」

が語源だという説がある。祈りの声を絃に

託す姿を表したものだろうか。古来、さま

ざまな「コト」が存在し、伝統音楽では十

三絃の箏が活躍する。

　翻って現代の「コト」。二十五絃箏は、箏

演奏家の野坂惠子の探求心から生まれた。

しっかと地を捉える二本の足。二十五個の

眼が煌く。真っ直ぐに伸びる絃に整然と並

ぶ琴柱。音が奏でられる一瞬を待ち構える。

　箏は一つの音の響きが「命」。一音を充

実した深い音に響かせ、もっと自由に表現

したい。それには二十五本の絃が必要だっ

たと野坂は言う。作曲家や音響学者、楽器

製作者等、さまざまなプロの力を結集し、

1991年に完成した。全長約180cm。長さだ

けならば、通常の箏と変わらない。しかし、

現代の「コト」は新たな創作活動の原動力

となり、箏曲の世界を拡大し続けている。

林家二楽（紙切り師）
Hayashiya Niraku
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二十五絃箏

二代目林家正楽の

鋏

協力：一般社団法人落語協会

ことじ
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Illustration / Takao Nakagawa　

参考：[書籍]長谷一美編著『歌舞伎の化粧』（雄山閣 2014）
八板賢二郎『音で観る歌舞伎̶舞台裏からのぞいた伝統芸能』（新評論 2009）
[WEB] 歌舞伎への誘い http://www2.ntj.jac.go.jp/unesco/kabuki/jp/
歌舞伎公式サイト 歌舞伎美人 http://www.kabuki-bito.jp/
歌舞伎らんど　http://t.pia.jp/feature/stage/kabuki/

歌舞伎
カンゲキのススメ vol.8

「化粧」で性格や年齢がわかる

新しいことにチャレンジしたくなる年の初め。歌舞伎に出かけてみませ

んか？ 歌舞伎の公演は通常昼の部、夜の部の二部制で、多くはタイプ

の違う3～4演目のハイライトを組み合わせて上演します。公演時間は

休憩を含め4～5時間くらい。幕間にはお弁当を食べたりお土産を見た

り、半日遊べるエンターテインメントです。公演はほぼ一年中行われて

いますが、おすすめは1月！ 晴れ着姿のお客さんも多く、劇場全体がう

きうきする空気でいっぱいです。特別な服装や持ち物はありません。

気軽にデビューしちゃいましょう。

初心者の方に全力でおすすめしたいのが、あら

すじや見どころ、役者の紹介をしてくれるイヤ

ホンガイド。観劇の邪魔をしない絶妙なタイミ

ングで、解説が入ります。時代背景や仕草の意

味がわかると、楽しさも倍増。借りる際には使

用料700円と保証金を合わせた額を支払いま

すが、保証金はあとで戻ってきます。観終わっ

た頃には、あなたも歌舞伎通！

700円で大違い！

イヤホンガイドで歌舞伎通に

隠れた名脇役、大太鼓

東京／・歌舞伎座　1/2～26 壽初春大歌舞伎、2/2～26 二月大歌舞伎、3月 三月大歌舞伎

　　　・新橋演舞場　1/3～24初春花形歌舞伎

　　　・浅草公会堂　1/2～26 新春浅草歌舞伎

　　　・国立劇場　1/3～27 初春歌舞伎公演

大阪／・大阪松竹座　1/2～26 壽初春大歌舞伎、3/1～25 スーパー歌舞伎Ⅱワンピース

福岡／・博多座　2/4～21 坂東玉三郎特別舞踊公演、4/2～26スーパー歌舞伎Ⅱワンピース

香川／・旧金毘羅大芝居・金丸座　4/9～24 四国こんぴら歌舞伎大芝居

＊そのほか、京都四條南座でも定期的に歌舞伎公演が行われています。夏や秋には全国各地の劇場やホールを回る巡業も。

公演案内（2016年1月～4月）東京では一年中ほぼいつでも観られます！

まずはお試し、「一幕見」！

「まずはちょっとだけ観てみたい」「料金が高くてハードルが高い……」というあなた。

歌舞伎座、大阪松竹座、博多座などには、「一幕見席」という好きな演目だけを観

られるチケットがあります。お値段は500～2000円ととってもお手頃！ 購入は当

日劇場窓口のみ。発売時刻や料金は公演初日に発表されるので、「歌舞伎美人」

サイト（http://www.kabuki-bito.jp/）の「ニュース」をチェックしましょう。ちょっ

と並びますが、それだけの価値はありますよ。

か ぶ き び と

ひ と ま く み

歌舞伎の「隈取」は、血管や筋肉をデフォルメしたもの。身分や性格を示していま

す。赤い隈は若さや正義、強さを表現。藍色の隈はスケールの大きな悪役や怨霊

などに使われます。女方の化粧にも、役柄を表現する様々な工夫が。口紅や目を

囲む「目はり」は若い役ほど赤く、年を取った役ほど茶色を混ぜて黒っぽくします。

お姫さまや身分の高い遊女・花魁は、肌の白さを強調するために白粉を二度

三度と重ねますが、老人の場合は肌色が透けるくらい薄塗りです。会場によって

は有料でオペラグラスも借りられるので、顔を見比べてみるのも一興です。

くまどり

おいらん

お
い
ら
ん

歌舞伎の伴奏はすべて生演奏。舞台上に見えている浄瑠璃や三味線だけでな

く、効果音も舞台に向かって左側、下手にある黒い塀の向こうで演奏されていま

す。中でも天候や自然の情景を表すのに活躍しているのが大太鼓。雨や風、川の

流れや波の音まで、細長いばちで打ち分けます。雪の場面では、「どーん、どーん」

と先を布や綿で包んだばちで柔らかく叩きます。実際雪が降るときに音はしま

せんが、雪の日の静けさが伝わってくるよう。テレビでも耳にする、幽霊が現れる

ときの「ドロドロ……」という効果音も大太鼓です。客席から姿は見えませんが、

物語を盛り上げる隠れた名脇役にも、ご注目ならぬご注耳！

しもて

赤
い
隈

藍
色
の
隈

花
魁

老
女
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多くの人たちによってつくられる舞台。
主役のまわりに視線を転じてみると、
至る所にプロの技が輝いている。
舞台を支える人に光を当てる。

裏 舞 台
という名 の
表 舞 台

STAGE 12

PROFILE　飯島奈美（いいじま・なみ）
東京生まれ。フードスタイリスト。TVCMなど、広告を中心に活動。
2005年に荻上直子監督作『かもめ食堂』参加をきっかけに、映画
やテレビドラマのフードスタイリングも手がけるようになる。13年
にはNHK連続テレビ小説『ごちそうさん』のフードスタイリングを
担当。主な著書に『LIFE なんでもない日、おめでとう！のごは
ん。』（東京糸井重里事務所）、『シネマ食堂』（朝日新聞出版）、『飯
島風』（マガジンハウス）など。

イメージしたのは、前者がすき焼き、後者

は山盛りの餃子。それから電気屋のお母さ

んはお弁当屋さんのパートで忙しいから、

横着してポテトサラダはパックのまま食卓

に並べるかもしれない。スタイリストが今

つくりたいもの、食べたいと思うものを出

すのではなくて、作品内にリアリティーを

生む料理のあり方を考えるんです」。おい

しそうなもの、美しいものを出すことが必

ずしも正解ではない。これは、料理研究家

や料理人とフードスタイリストの仕事の大

きな違いだろう。

　そんな飯島さんがこの仕事を選んだ理由

は？ 「これといって得意なことのない子ど

もで、まわりから褒められたのは料理くら

いだったんです。長く続けられる仕事を選

びたかったから、数少ない取り柄のある仕

事を選んで今に至る、って感じですね。で

も昔から飽きっぽい性格なんですよ」とも

謙遜するが、料理にかけるストイックさは

並外れたものだ。いちばんよいタイミング

で料理をカメラに収めるために、肉本体だ

けでなく、熱した鉄板の温度も測り「原因

と結果」を研究する。飽きっぽいなんてと

んでもない。ほとんど科学者だ。「どうやっ

たら上手に料理できるかを考えるとキリが

なくて、日々の蓄積が大切です。一方で、

今までしてこなかったやり方に挑戦する探

に走らせたりするのも、よく聞く笑い話だ。

『深夜食堂』『ごちそうさん』『南極料理人』

などの料理を担当した飯島奈美さんは、

フードスタイリストのトップランナー。最

初に挙げた『かもめ食堂』も彼女の参加作

品で、とんかつや焼鮭の丁寧で素朴な佇い

が記憶に残っている人は少なくないだろう。

けれども、本人はこう言う。

「『飯島さんのつくる料理、おいしそうで

した！』と言われると、私ってまだまだだ

なあ、と思うんです。私たちの仕事は、監

督やプランナーのイメージする料理を代わ

りにつくること。あくまで裏方であって、

料理する人の存在がお客さんからは見え

ちゃいけません」。

　フードスタイリストの仕事は、こんな風

に進む。例えば映画作品の場合、まず監督

から作品の世界観を聞く。時代設定や登場

人物の性格や職業から、食環境を想像する。

料理だけでなく、盛りつける皿を用意する

のも仕事のうちなので、作品に合った食器

を探すこともある。昭和の日本が舞台だっ

たりすると、方々のリサイクルショップを

訪ねるという。「福山雅治さんが主演した

『そして父になる』では、一流企業のサラ

リーマン家庭と、町の電気屋さんの家庭が

登場します。それぞれの家庭での『子ども

が嬉しいごちそう』とオーダーされて私が

究心も大事。肉じゃが＝甘い味というのが

定番ですけど、砂糖を控えて醤油を塩にし

てみると、また一風変わった肉じゃががで

きたりします」。

　取材に応じることも稀なくらい多忙な飯

島さんだが、ささやかな夢がある。「今の

事務所はマンションの一室なんですけど、

調理もできる店舗を借りられたら予約制の

お店をやってみたい、なんて想像したりも

します。と言っても、知っている人だけ予

約できる、個人的なお店ですけどね。やっ

ぱりつくったものを食べて喜んでもらえる

のは何にも代え難い喜びですから」。料理

は愛情。飯島さんの話を聞いていると、こ

の月並みな表現に意識が戻ってくる。ちな

みに今回の撮影のためにカットした大量の

紫キャベツはパクチーと一緒にからめてサ

ラダにするそう。「キャベツは春が季節で

すけど、冬は冬でしっかりした味が楽しい

んですよね」。残さず食べるのも料理への

愛情。それでは、いただきます！

　フィンランドに小さな食堂を開く日本人

女性を主人公にした『かもめ食堂』のスマッ

シュヒット以降、「料理映画」「料理ドラマ」

というジャンルが確立したように思う。そ

こでの主役はもちろん俳優たちだが、ドラ

マを彩りつつ視聴者の食欲をそそる料理も

同等の存在感を放つ。深夜に放送される料

理ドラマに刺激されて、カロリー摂取量に

シビアな紳士淑女をコンビニやラーメン屋
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「おはようございます、よろしくお

願いします！」大きな声でご挨拶。

寺田心くんが仕事で大事にしている

のは、挨拶ともう一つ、「自分はこ

の役の子になる、がんばるぞ、よし

いこう！」という気持ち。

　はじめての書道では、名前の「心」

に挑戦。慣れない筆に、心もとない

線だったのが、すぐに芯のある字が

書けるようになった。寺田の「田」

と「心」で「思」になる。思いやり

のある子にという願いの通り、思い

やりのある、がんばりやさんだ。

「台本を何回も読んで覚える。覚え

て、その役になりきってがんばって

います」。お芝居は難しいことばか

りだけど、大好きだという心くん。

ドラマのことを尋ねると、ストー

リーの中での自分の役の役割や他の

共演者のことなど一生懸命説明して

くれた。お仕事でいろいろな人に会

えたり、お芝居を教えてもらえるの

が楽しくてたまらないようだ。でも

実は、一番楽しかったのは、お仕事

で動物園に行けたこと。学校は、「お

勉強することも楽しいけど、給食を

食べることが一番好き」と素直な言

葉。「いつもニコニコいられるのは、

楽しいから」。そんな心くんが、み

んなを笑顔にする。

PROFILE　2008年6月10日生まれ。2010年事務所に入り、TOTOのCMで話題。その後
ドラマ・映画やCMで活躍。演技への評価も高く、「2015 55th ACC CM FESTIVAL・クラ
フト賞 フィルム部門｣ 演技賞を受賞。

ひ
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だ
さ
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第
三
回
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　中学１年生から高校３年生まで50人近い部員数を誇る海

城中高古典芸能部。落語を中心に、漫才・コント、色物な

ど多彩なジャンルを扱う、ほかには類を見ない部活だ。

　自分で演じるのはもちろん、ネタを考えるのが専門の部

員や、古典芸能に関する研究をメインに活動している部員

もいる。小学生の頃から桂枝雀師匠の「地獄八景亡者戯」

を暗唱できるほど繰り返し聞いていた猛者もいれば、落語

には全く興味がなかったという人も。

　学園祭での寄席のほか、地域の交流センターや学童保育

からの依頼で、出張公演を行うこともある。小学生の前で

演じるのは、反応がよくて楽しかったそう。

　部長の藤田くん（高1）は、古典芸能部は自分にとって「お

ばあちゃんちみたいな場所」だと言う。落語の本やCD、

高座のときに使う座布団や屏風、出演者の名前を書く「め

くり」で埋め尽くされた四畳半の部室は、「自分の部屋よ

り居心地がいい」と渡辺くん（高１）。

　顧問の川崎真澄先生は、基本的に生徒の活動に口出しは

しない。何のネタをやるか相談に乗ったり、たまに見せて

もらったりする程度だという。「でも、実はすごい。落語

好きだし、めちゃくちゃ詳しい」と部員たちは口を揃える。

それでもダメ出しをしたりしないのは、まずは楽しさを

知ってほしいという思いから。「正しくやるよりも、その

ネタのどんなところが面白いのかを自分で感じてほしい」

という。8年前、当時の生徒から落語研究会を立ち上げた

いという相談を受けたとき、部活の名前を「古典芸能部」

としたのも、間口を広くしたいという思いからだった。

　みんなから「裏の部長」と慕われる滝口くん（高1）いわく、

「来る者拒まず、去る者ちょっと追う」。気負わず自由な雰

囲気のなかで古典芸能とたわむれる彼ら。中学生の頃から

こんな経験ができるなんて、ちょっとうらやましい。

SANZUI  ぱっしょん 古典芸能と楽しく遊ぼう ～海城中学高等学校　古典芸能部～

若き実演家の未来 アートディレクターの眼

　高校でジャズに出会って、それぞれの

時代の最高のミュージシャンを一気に

辿った。1950年代まで、ある意味並列

で聴いてきた。その上で追求するのは、

ジャズの最も自由な表現。「時代に囚わ

れないのが僕ら世代の特徴。『井上銘と

言えばこの音だ』となるような、そこに

人生をかけていきたい」。

　プロデビュー後、奨学生としてバーク

リーに留学。NYのライブハウスで刺激

を受けた。「日本人が居酒屋に行く感覚

でライブに来るお客さんがいて、トップ

プレイヤーが攻める演奏をしている。音

楽家が育つ街だと感じた」。日本は50代

以上のお客さんが多く、若い世代の関心

は多様化している。「同世代の人たちに、

ミュージシャンが真心を込めてつくった

作品を聴いてほしい」。ソロやバンド活

動を重ね、今まさに成長期。リアルに響

く音楽を模索し続けている。

音楽をとことん追求
同世代にも届けたい

PROFILE　1991年、神奈川県生まれ。幼少
期からピアノ、ドラムなどに親しみ、15歳でギ
ターを始める。高校在学中に鈴木勲氏のグ
ループに参加し、プロのギタリストとして活動
をスタート。2011年、メジャーデビューアルバ
ム、2013年セカンドアルバムをリリース。アメ
リカ留学を経て、日本を拠点にソロやバンド
で精力的にライブ活動を行っている。
http://ameblo.jp/may-inoue/

井上 銘（ジャズギタリスト)
Inoue May

Photo / Kota Sugawara

たど

最近色々な公演のフライヤーが面白くなってきている。
ここでは1月から4月に上演される、劇団・ダンス・演奏会などのフライヤーの中から、
ちょっと気になるものを、本誌アートディレクターが選んでみた。

新村則人＝アートディレクター。1960年生まれ。主な仕事に資生堂、無印良品、エスエス製薬、東京オリンピック招致など。JAGDA・東京ADC会員。

演奏会や舞台ではなく、映像の国際フェスティバル
のフライヤーですが、まずこの文字の不思議さに
惹かれました。切り抜いた文字に何か処理をして
いると思うけど、現代社会を日々変容する庭として
とらえたこの映像祭にふさわしい表現になってい
ると思う。実演とはまた違った楽しみがありますよ。

演出家が北九州に滞在し、オーディションも北九州
で実施したほど、「北九州」を感じさせる舞台。その
臨場感がすごく出ているフライヤー。写真の魅力
はもちろん、三分割した画面構成と「彼の地」のタ
イトル文字が好きです。裏面のキャストの見せ方が、
これまた魅力的。WEBでチェックしてみてください。

第8回恵比寿映像祭 「動いている庭」
2016年2月11日（木・祝）～20日（土）
恵比寿ガーデンプレイス内各所ほか
デザイン：
飯島広昭・右田佳之（（株）北山創造研究所・ドゥービー・カンパニー（株））

北九州芸術劇場プロデュース 「彼の地」
2016年2月2日（火）～7日（日）／北九州芸術劇場（福岡）
2016年2月12日（金）～14日（日）／あうるすぽっと（東京）
作・演出：桑原裕子（KAKUTA）
デザイン：トミタユキコ(ecADHOC）  写真：重松美佐
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エッセイ

ピーター・バラカン
「いつの時代も、音楽はラジオから」
Illustration / Asuka Kitahara

　音楽を聴くには、ラジオやCD、スト

リーミング、いろんな方法があります。

この40年を振り返っても、聴く人を増

やすには、メディアの役割が大きいと思

います。70年代はFM誌の黄金時代。FM

誌に曲名が全部出ているから、無料で聴

いて、好きなものを買う。ラジオの電波

が自由になった80年代後半からは、

J-WAVEができて、J-POPが人気に。洋

楽を聴く機会が減ってきました。

　今、若い世代で洋楽を知らない人が多

いのは、媒体がないから。ネット社会と

なった現代では、インターネットラジオ

で手軽に聴けるのが一番だと思います。

そんな機会をつくりたいけど、日本の法

制度では配信のハードルが高く、小さな

番組ではスポンサーもつきません。この

ままだと洋楽文化は衰退する一方で、も

どかしく感じています。

　イギリスでは、DJのジャイルズ・ピー

ターソンが、インターネットラジオで

ミュージシャンをどんどん紹介していて、

著作権団体もそれをサポートしています。

音楽を聴く機会が増えると、CDを買っ

たりストリーミングで聴くことにつなが

るので、業界も柔軟に対応しています。

　リスナーを増やすために、ラジオの果

たす役割は大きい！本当にいい音楽が流

れていれば聴きたい人は多いはずです。

過去に担当した番組でもそう実感しまし

た。ただ、ラジオ局の現状としては、広

告収入の限界から番組の構成も左右され

ます。音楽業界では、すごく売れている

ものが少しあって、ほとんど売れていな

いマニアックなものがたくさんあって、

中間のそこそこいいものの層があります。

この中間が多ければ多いほど業界は健全

だけど、いまやどんどん減っています。

　テレビ局がかつて使っていた電波帯が

使えるようになると発表がありました。

小規模のラジオ局が1つできれば面白い

と思います。いい音楽を発信したい人、

聴きたい人はたくさんいます。もしお声

がかかれば、すぐにでも協力したいです。

1951 年、イギリス・ロンドン出身。音楽評論家、ラジオDJ。ロ

ンドン大学日本語学科卒業後、74 年に音楽出版社の著作権

業務に就くため来日。80 年に YMO のマネジメント事務所へ

転職。その後、独立。2012-2014 年、インターFM執行役員。

『ラジオのこちら側で』（2013）など著書多数。

［プレゼント応募方法］SANZUIウェブサイト（http://www.cpra.jp/sanzui）
からご応募いただくか、はがきに①ご希望のプレゼント②氏名③年齢
④性別⑤住所⑥電話番号またはメールアドレス⑦SANZUI入手場所
⑧誌面の感想を書いて「〒163-1466 新宿区西新宿
3-20-2 東京オペラシティタワー11階 芸団協広報課」ま
でお送りください。 ［締切］3/4(金)

PRESENT

＊当選の発表は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

NEWS

　新年第一号ということで、「笑い」をテーマにお送りした今

回の特集。表紙も「HaHaHa」と笑い声で埋めつくされて賑や

かです。飾り表紙の模様も、「ハハハ」と「www」を図案化した

もの。お気づきになりましたか？

　撮影ではみなさん多彩な表情・ポーズを次々繰り出してく

ださいました。全ての写真をお見せできないのが残念です

が、選りすぐりの１枚を掲載しています。黄色い背景に楽しい

表情が並んで、福を呼び込めそうな誌面になりました。

　SANZUIも4年目。どうすれば実演芸術の楽しさが伝わる

か、試行錯誤しながら作ってきました。アンケートの感想も毎

号うれしく拝読しておりますが、ぜひ生の声を伺いたい！ とい

うことで、１月には初のファンミーティングを開催します。「もっ

とこうすればいいのに」「あんなことが知りたい」「こんな人の

話が聞きたい」などなど、ざっくばらんにお聞かせください。

インタビューや撮影の裏話もお話しできるかも……？ 未来の

実演芸術を支える世代のみなさんのご応募を、編集スタッフ

一同どきどきしながらお待ちしております。(小)

編集後記

発行：公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会
　　  実演家著作隣接権センター（芸団協CPRA）
発行日：2016年1月1日
発行人・編集人：松武秀樹（芸団協常務理事・芸団協CPRA法制広報委員会副委員長）
編集顧問：大笹吉雄（演劇評論家）
編集：芸団協CPRA法制広報委員会SANZUI編集プロジェクトチーム
　　  上野博（音制連）、丸山ひでみ（PRE）、鈴木明文（音事協）、
　　  井上滋、君塚陽介、大井優子、小泉美樹（芸団協CPRA）
アートディレクター：新村則人
デザイナー：庭野広祐（新村デザイン事務所）
コピーライター：二藤正和
協力：芸能花伝舎、水口食堂、flick studio

芸団協・実演家著作隣接権センター（CPRA）とは

CPRAは実演家の権利処理業務を適正に行うための専門機関と

して、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会（芸団協）と関係

団体の協力により1993年に発足しました。レコードやCDを放送

で使ったり、レンタルしたりするとき等の権利処理と使用料等の

徴収を行い、委任権利者に分配しています。それに留まらず、広

く実演芸術の円滑な流通と権利の擁護を目的として幅広い活動

を展開しています。 http://www.cpra.jp

クプラ

クプラ

『春風亭昇太 独演会』 各１名様
爆笑間違いなし！ 各地での独演会を各1名様に。
3/21（月祝）13時半開演 広島県民文化センター、
3/23（水）19時開演 仙台市民会館、3/25（金）19時
開演 かめありリリオホール。

A

WEBサイト: http://www.cpra.jp/sanzui
Facebook: https://www.facebook.com/sanzui.news
Twitter: @SANZUI_info

『野坂操壽リサイタル』 ２名様
「美匠熟考」でご紹介した二十五絃箏制作25周年
記念の演奏会。繊細かつ力強いお箏の調べをご堪
能ください。浜離宮朝日ホール（築地）で3/24（木）
19時開演。

B

松本茂章 著 
『日本の文化施設を歩く：
官民協働のまちづくり』 3,200円＋税
日本各地の個性豊かな文化施設80事例を、まちづくりの視
点もふまえ丁寧に取材した１冊。芸術を育む施設として、
SANZUIの撮影でも利用している「芸能花伝舎」も取り上げ
られています。（水曜社／2015年）

『SANZUIファンミーティング』開催！
SANZUI編集部では、20～30代の人たちにもっとSANZUIを手に取ってもらいたいと
思っています。どんな人や舞台に興味をひかれるか、何に関心があるか、ぜひお話を
きかせてください。あなたの一言で今後の誌面がガラリと変わるかも？！20～30代の
編集部メンバーと少人数でのミーティング。参加者には、SANZUIオリジナルグッズを
プレゼント。1/28（木）19時より西新宿にて開催。参加希望の方は、お名前、年齢、ご
所属（学校、仕事など）を明記の上、scontact@cpra.jpまでお申込みください。応募
者多数の際は、調整させていただきます。【締切：1/18（月）】

た だ

『SANZUI写真展』の一コマ
10/23～11/19、芸能花伝舎ギャラリーでSANZUI写真展を開催しました。1号から8
号までのロングインタビューの迫力ある写真に囲まれ、凛とした空間となりました。会
期中は、チラシを手に遠方からいらっしゃった方や、近隣の方、稽古で訪れた方、子ど
もから大人まで、日々たくさんの方が美しい写真に見入っていました。アンケートでは、
「その人の人柄をよく表しているステキな写真でした」「いつも写真が他では見られな
いような独特の感じがしてすばらしいと思っていました。大きなパネルで観られてよ
かったです！」など感想をいただきました。ご来場ありがとうございました。
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今
が
人
生
で
一
番
幸
せ
な
時
間
。

肩
の
力
を
抜
い
て
、も
っ
と
豊
か
な
俳
優
人
生
へ
歩
み
た
い

室
井
滋

画
の
現
場
に
近
い
、
大
勢
の
人
た
ち
の
共
同

作
業
の
な
か
か
ら
『
猫
が
好
き
』
は
生
ま
れ

た
ん
で
す
。
そ
の
ワ
イ
ワ
イ
感
が
一
番
の
魅

力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
日
の
撮
影
で
も
、
室
井
さ
ん
か
ら
積

極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
さ
れ
る
場
面
が
あ
り

ま
し
た
。
単
に
演
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
作

品
作
り
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

全
員
で
何
か
を
作
る
環
境
が
好
き
で
す
ね
。

2
0
1
4
年
に
『
マ
ザ
ー
ズ
』
と
い
う
名
古

屋
の
中
京
Ｔ
Ｖ
が
製
作
し
た
ド
ラ
マ
に
出
演

し
た
ん
で
す
が
、
全
国
区
の
ド
ラ
マ
と
違
っ

て
予
算
規
模
も
少
な
い
し
、
手
作
り
感
に
溢

れ
た
現
場
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
お
弁
当
も
本

当
に
素
朴
で
、
正
直
「
キ
ツ
い
な
ー
」
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、そ
の
分
、チ
ー

ム
の
団
結
は
強
か
っ
た
で
す
。
監
督
の
谷
口

正
晃
さ
ん
も
映
画
『
の
ど
自
慢
』
の
助
監
督

を
し
て
い
た
頃
か
ら
の
知
り
合
い
で
、
お
互

い
に
意
見
を
交
わ
し
合
え
る
関
係
で
し
た
か

ら
、
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―『
マ
ザ
ー
ズ
』は
特
別
養
子
縁
組
を
テ
ー

マ
に
し
た
ド
ラ
マ
で
す
ね
。
日
本
民
間
放
送

連
盟
賞
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
番
組
最
優
秀
賞
、

文
化
庁
芸
術
祭
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
部
門
優

秀
賞
を
W
受
賞
し
ま
し
た
。

　

愛
着
を
持
っ
て
関
わ
れ
た
作
品
が
、
そ
う

や
っ
て
評
価
さ
れ
る
の
は
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。

今
、
そ
の
続
編
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

絵
本
ラ
イ
ブ
で
再
発
見
し
た
、

ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の
喜
び

―
室
井
さ
ん
は
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
絵
本
作
家
と

し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
を

も
と
に
「
し
げ
ち
ゃ
ん
一
座
絵
本
ラ
イ
ブ
」

も
全
国
で
上
演
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

も
、
物
作
り
に
関
わ
っ
て
い
た
い
と
い
う
意

志
を
感
じ
ま
す
。

　

東
京
育
ち
で
美
人
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
、

も
っ
と
女
優
ら
し
い
生
き
方
を
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
す
べ
て
自
己
流

で
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
ま
し
た
か
ら
、
や
り

た
い
こ
と
は
全
部
と
り
あ
え
ず
や
り
た
い
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
年
齢
に
な
る
と
さ
す

が
に
落
ち
着
い
て
き
た
け
れ
ど
、
若
い
頃
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
て
余
し
ち
ゃ
っ
て
ま
し
た

か
ら
。突
然
、小
型
船
舶
の
一
級
免
許
を
取
っ

た
り
、
毎
日
狂
っ
た
よ
う
に
お
酒
を
呑
ん
で

い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
い
ち
ば
ん
忙
し
い
時

期
に
連
載
の
原
稿
も
何
本
も
抱
え
て
「
室
井

さ
ん
は
、
い
っ
た
い
何
人
い
る
ん
で
す

か
？
」
っ
て
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。

―
パ
ワ
フ
ル
で
す
よ
ね
。

　

も
ち
ろ
ん
お
芝
居
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
足
り
な

い
よ
う
な
気
持
ち
が
ど
こ
か
に
あ
っ
て
、
そ

れ
が
海
や
原
稿
に
私
を
向
か
わ
せ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
富
山
県
人
な
の
で
基
本

は
マ
ジ
メ
な
ん
で
す
よ
。
遅
刻
し
な
い
。
病

気
に
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
人
に
迷
惑
を
か

諸
事
情
で
そ
れ
1
話
で
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん

で
す
。
さ
ら
に
私
の
所
に
連
絡
が
き
て
、「
し

げ
ち
ゃ
ん
、
や
っ
て
み
な
い
？
」
て
。

―
そ
う
な
ん
で
す
か
！

　

キ
ャ
ス
ト
が
変
わ
っ
た
の
で
、
内
容
も
見

直
し
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
何
せ
時
間
が
な

く
て
、
力
技
、
ア
ド
リ
ブ
の
連
続
で
2
話
目

を
完
成
さ
せ
た
ん
で
す
よ
。
た
だ
、
私
と
し

て
は
話
し
合
っ
て
作
っ
て
行
く
や
り
方
は
、

自
主
映
画
的
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
の
現
場
で
そ

れ
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
の
は
ス
コ
ブ
ル
楽

し
か
っ
た
。
お
ま
け
に
そ
れ
が
妙
な
好
評
を

得
て
、
三
姉
妹
の
生
活
を
描
く
『
猫
が
好
き
』

の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
ん
で
す
。

―
な
る
ほ
ど
。

　

演
出
家
や
カ
メ
ラ
マ
ン
も
積
極
的
に
面
白

が
っ
て
く
れ
て
、
舞
台
中
継
み
た
い
な
雰
囲

気
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
主
映

け
る
こ
と
が
申
し
訳
な
く
て
、
自
然
と
自
己

管
理
能
力
が
身
に
付
い
て
い
た
。
で
も
正
直

言
う
と
、
そ
う
い
う
マ
ジ
メ
な
自
分
が
あ
ま

り
好
き
で
な
い
。
朗
読
シ
ョ
ー
に
打
ち
込
む

の
も
、
自
分
な
り
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
り
、

逆
に
崩
し
た
り
し
た
い
願
望
の
現
れ
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
朗
読
シ
ョ
ー
を
続
け
て
み
て
、
い
か
が

で
す
か
？

　

メ
ン
バ
ー
の
中
で
自
分
が
座
長
な
の
で
、

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
き
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。

突
飛
な
提
案
で
驚
か
せ
た
り
（
笑
）。
１
年

で
30
ス
テ
ー
ジ
く
ら
い
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

ス
タ
イ
リ
ス
ト
さ
ん
と
一
緒
に
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
を
作
っ
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
楽
も

作
っ
た
り
、
や
っ
ぱ
り
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

会
場
の
規
模
も
3
0
0
人
く
ら
い
で
満
員
に

な
る
小
さ
な
町
の
公
民
館
か
ら
、
1
7
0
0

人
く
ら
い
入
る
大
き
な
ホ
ー
ル
ま
で
幅
広
く

て
、
そ
の
変
化
も
楽
し
い
。
客
層
も
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
来
て
く
れ
て
、
む
し

ろ
大
人
の
方
が
多
い
く
ら
い
。
全
体
の
1
割

か
ら
2
割
が
子
ど
も
で
、
大
人
ば
っ
か
り
、

家
族
そ
ろ
っ
て
の
公
演
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

終
演
後
も
サ
イ
ン
会
に
長
蛇
の
列
を
作
っ
て

く
だ
さ
っ
て
、
直
接
感
想
を
伝
え
て
く
だ
さ

る
の
も
嬉
し
い
。

―
い
い
距
離
感
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

　

若
い
頃
は
、
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
に
悩
み
が
ち
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
で
も
、
絵
本
ラ
イ
ブ
み
た
い
に
好
き
な

こ
と
を
楽
し
み
つ
つ
、
同
時
に
「
で
き
な
い

こ
と
」
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
す
ご
く
楽
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
す
る
と
お
芝
居
に
も
気
負
い
が

な
く
な
っ
て
、
す
っ
と
映
画
や
ド
ラ
マ
の
世

界
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
か

し
た
ら
、
人
生
の
中
で
今
が
一
番
充
実
し
た

時
間
か
も
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　

映
画
、
テ
レ
ビ
、
C
M
。
ど
ん
な
場
所
で

も
独
自
の
存
在
感
を
放
つ
女
優
・
室
井
滋
。

80
年
代
に
は
「
自
主
映
画
の
女
王
」
と
し
て

名
を
馳
せ
た
彼
女
は
、
現
在
も
日
本
を
代
表

す
る
稀
代
の
コ
メ
デ
ィ
エ
ン
ヌ
と
し
て
第
一

線
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
。
普
段
、
私
た
ち

が
室
井
さ
ん
を
目
に
す
る
の
は
映
像
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
が
大
半
だ
が
、
そ
の
一
方
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
朗
読
シ
ョ
ー
を
企
画
し
、
全
国

の
ホ
ー
ル
や
公
民
館
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

そ
の
パ
ワ
ー
の
原
動
力
は
い
っ
た
い
な
ん
だ

ろ
う
か
。
富
山
県
で
過
ご
し
た
青
春
期
の
思

い
出
、
演
劇
に
目
覚
め
た
原
点
、
現
在
の
活

動
ま
で
、
幅
広
い
話
を
伺
っ
た
。

お
芝
居
の
世
界
に

飛
び
込
む
た
め
の
秘
訣
と
は
？

―（
巻
頭
用
の
）
写
真
撮
影
お
つ
か
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

面
白
か
っ
た
で
す
。
最
初
「
パ
ラ
パ
ラ
漫

画
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
驚
い
た

ん
で
す
よ
。
一
体
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
。

で
も
、
以
前
金
沢
21
世
紀
美
術
館
に
行
っ
た

と
き
に
カ
ワ
イ
イ
猫
が
動
く
パ
ラ
パ
ラ
漫
画

の
豆
本
を
買
っ
た
の
を
思
い
出
し
て
「
じ
ゃ

あ
、
こ
ん
な
風
に
し
よ
う
」
と
閃
き
ま
し
た
。

―
衣
装
も
、
室
井
さ
ん
ご
自
身
が
持
ち
込

ま
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
室
井
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
も
反
映
し
た
オ
シ
ャ
レ
な
仕
上

が
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

す
ご
い
大
荷
物
で
今
日
は
来
ち
ゃ
い
ま
し

た
ね
。
で
も
私
、
実
際
は
す
ご
い
ド
ン
ク
サ

イ
人
間
で
、
着
飾
る
こ
と
が
た
ぶ
ん
一
番
苦

手
。
若
い
頃
は
も
う
少
し
オ
シ
ャ
レ
に
気
を

つ
か
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
歳
を
と
っ
て
、

も
う
全
然
そ
う
い
う
の
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
。
女
優
の
皆
さ
ん
は
オ
シ
ャ
レ
な
方
ば
か

り
な
の
で
、
逆
行
す
る
の
も
い
か
が
な
も
の

か
と
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
で
も
、
自

分
に
似
合
う
も
の
、
似
合
わ
な
い
も
の
は

ハ
ッ
キ
リ
わ
か
り
ま
す
。

―
今
日
の
撮
影
の
よ
う
に
、
室
井
さ
ん
に

は
い
ろ
ん
な
オ
フ
ァ
ー
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
よ

ね
。
多
様
な
役
柄
を
、
ど
の
よ
う
に
演
じ
分

け
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

例
え
ば
衣
装
の
こ
と
で
言
う
と
、
私
っ
て

衣
装
に
着
ら
れ
ち
ゃ
う
タ
イ
プ
な
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
衣
装
合
わ
せ
は
と
て
も
大
切
で
、
最

初
の
飛
び
込
み
方
を
間
違
え
ち
ゃ
う
と
方
向

修
正
が
難
し
い
。
最
初
の
設
定
を
明
確
に
し

て
、
そ
こ
さ
え
き
ち
ん
と
納
得
で
き
れ
ば
、

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
そ
の
世
界
に
す
っ

と
入
っ
て
い
け
る
。
普
段
は
オ
シ
ャ
レ
で
は

な
い
ん
だ
け
ど
、
演
じ
る
上
で
の
服
装
や
髪

型
は
大
切
だ
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

思
春
期
の
鬱
屈
を
、

演
技
が
救
っ
て
く
れ
た

―
室
井
さ
ん
が
演
技
を
仕
事
に
し
よ
う
と

思
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

　

仕
事
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の
も
、
意
識
的

に
演
劇
を
始
め
た
の
も
か
な
り
遅
い
ん
で
す

よ
。
個
人
的
な
話
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す

け
ど
、
小
学
校
の
時
に
両
親
が
離
婚
し
ま
し

て
、
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
祖
母
と
父
の
３

人
暮
ら
し
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
仕
事
の
都
合

で
父
が
不
在
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
て
、

ほ
と
ん
ど
高
齢
の
祖
母
と
２
人
き
り
の
生
活

で
し
た
。
父
が
大
酒
飲
み
だ
っ
た
り
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
物
忘
れ
が
激
し
く
て
、
思
春
期

の
自
分
に
と
っ
て
難
し
い
環
境
で
し
た
。
そ

れ
で
夜
に
町
を
出
歩
く
よ
う
な
子
に
な
っ
た

ん
で
す
。
で
も
、
出
身
の
富
山
県
っ
て
保
守

的
な
土
地
柄
だ
し
、
本
格
的
に
グ
レ
る
ほ
ど

の
度
胸
も
な
か
っ
た
か
ら
、
お
芝
居
や
映
画

を
見
て
夜
を
過
ご
す
生
活
が
か
な
り
長
く
続

き
ま
し
た
。

―
劇
場
が
、
多
感
な
時
期
の
避
難
場
所
に

な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　

高
校
に
入
っ
て
も
そ
の
生
活
は
続
い
て
い

て
、
先
生
や
友
だ
ち
も
私
が
演
劇
を
よ
く
見

て
い
る
の
を
知
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

で
、
あ
る
年
の
3
年
生
を
送
る
会
で
「
室
井
、

お
芝
居
の
演
出
を
し
て
み
な
い
か
？
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
演
劇
部
に
入
部
し

て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
か
ら
最
初
は
驚

い
た
ん
で
す
け
ど
、
実
際
に
自
作
自
演
で

や
っ
て
み
る
と
す
ご
く
面
白
か
っ
た
。
演
劇

部
の
先
生
も
「
室
井
さ
ん
は
女
優
の
才
能
が

あ
る
！
」
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。

―
そ
れ
が
転
機
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
な
ん
で
す
。私
、単
純
な
の
で「
じ
ゃ

あ
女
優
に
な
っ
ち
ゃ
お
う
か
な
？
」
み
た
い

な
。
そ
れ
で
上
京
し
て
早
稲
田
大
学
に
進
学

し
て
、
入
学
式
の
日
か
ら
さ
っ
そ
く
演
劇

サ
ー
ク
ル
を
探
し
て
。
そ
の
う
ち
に
シ
ネ
マ

研
究
会
に
も
入
っ
て
。

―
80
年
代
に
「
自
主
映
画
の
女
王
」
と
言

え
ば
、
室
井
さ
ん
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
は
ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
全
盛
期
で
、
み
ん
な
8
㎜
カ
メ
ラ
で
自
主

映
画
を
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
知
り
合
い
ば

か
り
だ
っ
た
か
ら
私
が
出
演
す
る
機
会
も
本

当
に
多
く
て
、
審
査
員
の
方
か
ら
「
ど
の
作

品
に
も
出
演
し
て
る
ね
ー
」
な
ん
て
言
わ
れ

ま
し
た
。
東
京
に
出
て
か
ら
は
、
そ
の
く
ら
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て
か
ら
な
ん
で
す
。

『
や
っ
ぱ
り
猫
が
好
き
』創
作
秘
話
。

共
同
作
業
が
好
き
な
理
由

―
ホ
ッ
ト
ロ
ー
ド
に
入
っ
た
の
は
『
や
っ

ぱ
り
猫
が
好
き
』
の
途
中
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
で
す
ね
。

―
や
は
り
室
井
さ
ん
と
い
う
と
『
猫
が
好

き
』
の
恩
田
三
姉
妹
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
烈
で

す
。

　

あ
の
作
品
に
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
ち
ょ
っ
と
し
た
偶
然
。
さ
と
ち
ゃ
ん
（
小

林
聡
美
）
と
も
た
い
さ
ん
（
も
た
い
ま
さ
こ
）

の
事
務
所
の
社
長
さ
ん
が
企
画
し
た
番
組
で
、

2
人
と
も
知
り
合
い
だ
っ
た
か
ら
1
回
目
の

放
送
を
テ
レ
ビ
で
見
た
ん
で
す
。
そ
の
時
は

普
通
の
ド
ラ
マ
形
式
で
し
て
…
…
。
で
も
、

い
お
芝
居
三
昧
の
日
々
だ
っ
た
ん
で
す
。
ア

ル
バ
イ
ト
も
単
発
の
も
の
を
1
0
0
個
く
ら

い
や
っ
て
、
体
力
の
限
界
ま
で
働
い
て
、
稽

古
し
て
、
っ
て
い
う
毎
日
で
し
た
け
ど
、
思

春
期
の
生
活
環
境
と
比
べ
れ
ば
本
当
に
パ
ラ

ダ
イ
ス
で
し
た
。
大
学
在
学
中
に
父
が
亡
く

な
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
仕
送
り
も
し
て

く
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
好
き
な
こ
と
に
打

ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
自
主
映
画
や
小
劇
場
の
役
者
と
い
う
と
、

と
に
か
く
生
活
が
大
変
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
室
井
さ
ん
は
む
し
ろ
そ
の

生
活
を
謳
歌
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

「
好
き
な
こ
と
し
か
し
て
な
い
ん
だ
か
ら
、

と
ん
で
も
な
い
」
く
ら
い
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
プ
ロ
の
役
者
と
い
う
意
識
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
だ
い
ぶ
経
っ
て
か

ら
。今
の
事
務
所（
ホ
ッ
ト
ロ
ー
ド
）に
入
っ
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女
優
。
富
山
県
生
ま
れ
。
81
年
早
稲
田
大
学
在
学

中
に
映
画『
風
の
歌
を
聴
け
』で
デ
ビ
ュ
ー
。
映
画『
居
酒
屋
ゆ
う

れ
い
』『
の
ど
自
慢
』な
ど
で
映
画
賞
を
多
数
受
賞
。12
年
に
日
本

喜
劇
人
協
会
喜
劇
人
大
賞
特
別
賞
、
15
年
に
松
尾
芸
能
賞
優
秀

賞
受
賞
。
著
書
も
多
く
、
絵
本
作
品
に
『
し
げ
ち
ゃ
ん
』（
金
の
星

社
） 『
ウ
リ
オ
』『
き
ら
き
ら 

は
・
は
・
歯
』（
共
に
世
界
文
化
社
）

『
チ
ン
チ
ン
ボ
ン
ボ
さ
ん
』（
絵
本
館
）。各
地
で
絵
本
ラ
イ
ブ
を
開

催
中
。
ブ
ル
ー
ス
の
新
鋭
W
・
C
・
カ
ラ
ス
と
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム『
信
じ

る
も
の
な
ど
あ
り
ゃ
し
な
い
』を
発
売
。

画
の
現
場
に
近
い
、
大
勢
の
人
た
ち
の
共
同

作
業
の
な
か
か
ら
『
猫
が
好
き
』
は
生
ま
れ

た
ん
で
す
。
そ
の
ワ
イ
ワ
イ
感
が
一
番
の
魅

力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
日
の
撮
影
で
も
、
室
井
さ
ん
か
ら
積

極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
さ
れ
る
場
面
が
あ
り

ま
し
た
。
単
に
演
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
作

品
作
り
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

全
員
で
何
か
を
作
る
環
境
が
好
き
で
す
ね
。

2
0
1
4
年
に
『
マ
ザ
ー
ズ
』
と
い
う
名
古

屋
の
中
京
Ｔ
Ｖ
が
製
作
し
た
ド
ラ
マ
に
出
演

し
た
ん
で
す
が
、
全
国
区
の
ド
ラ
マ
と
違
っ

て
予
算
規
模
も
少
な
い
し
、
手
作
り
感
に
溢

れ
た
現
場
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
お
弁
当
も
本

当
に
素
朴
で
、
正
直
「
キ
ツ
い
な
ー
」
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、そ
の
分
、チ
ー

ム
の
団
結
は
強
か
っ
た
で
す
。
監
督
の
谷
口

正
晃
さ
ん
も
映
画
『
の
ど
自
慢
』
の
助
監
督

を
し
て
い
た
頃
か
ら
の
知
り
合
い
で
、
お
互

い
に
意
見
を
交
わ
し
合
え
る
関
係
で
し
た
か

ら
、
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―『
マ
ザ
ー
ズ
』は
特
別
養
子
縁
組
を
テ
ー

マ
に
し
た
ド
ラ
マ
で
す
ね
。
日
本
民
間
放
送

連
盟
賞
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
番
組
最
優
秀
賞
、

文
化
庁
芸
術
祭
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
部
門
優

秀
賞
を
W
受
賞
し
ま
し
た
。

　

愛
着
を
持
っ
て
関
わ
れ
た
作
品
が
、
そ
う

や
っ
て
評
価
さ
れ
る
の
は
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。

今
、
そ
の
続
編
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

絵
本
ラ
イ
ブ
で
再
発
見
し
た
、

ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の
喜
び

―
室
井
さ
ん
は
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
絵
本
作
家
と

し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
を

も
と
に
「
し
げ
ち
ゃ
ん
一
座
絵
本
ラ
イ
ブ
」

も
全
国
で
上
演
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

も
、
物
作
り
に
関
わ
っ
て
い
た
い
と
い
う
意

志
を
感
じ
ま
す
。

　

東
京
育
ち
で
美
人
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
、

も
っ
と
女
優
ら
し
い
生
き
方
を
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
す
べ
て
自
己
流

で
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
ま
し
た
か
ら
、
や
り

た
い
こ
と
は
全
部
と
り
あ
え
ず
や
り
た
い
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
年
齢
に
な
る
と
さ
す

が
に
落
ち
着
い
て
き
た
け
れ
ど
、
若
い
頃
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
て
余
し
ち
ゃ
っ
て
ま
し
た

か
ら
。突
然
、小
型
船
舶
の
一
級
免
許
を
取
っ

た
り
、
毎
日
狂
っ
た
よ
う
に
お
酒
を
呑
ん
で

い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
い
ち
ば
ん
忙
し
い
時

期
に
連
載
の
原
稿
も
何
本
も
抱
え
て
「
室
井

さ
ん
は
、
い
っ
た
い
何
人
い
る
ん
で
す

か
？
」
っ
て
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。

―
パ
ワ
フ
ル
で
す
よ
ね
。

　

も
ち
ろ
ん
お
芝
居
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
足
り
な

い
よ
う
な
気
持
ち
が
ど
こ
か
に
あ
っ
て
、
そ

れ
が
海
や
原
稿
に
私
を
向
か
わ
せ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
富
山
県
人
な
の
で
基
本

は
マ
ジ
メ
な
ん
で
す
よ
。
遅
刻
し
な
い
。
病

気
に
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
人
に
迷
惑
を
か

諸
事
情
で
そ
れ
1
話
で
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん

で
す
。
さ
ら
に
私
の
所
に
連
絡
が
き
て
、「
し

げ
ち
ゃ
ん
、
や
っ
て
み
な
い
？
」
て
。

―
そ
う
な
ん
で
す
か
！

　

キ
ャ
ス
ト
が
変
わ
っ
た
の
で
、
内
容
も
見

直
し
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
何
せ
時
間
が
な

く
て
、
力
技
、
ア
ド
リ
ブ
の
連
続
で
2
話
目

を
完
成
さ
せ
た
ん
で
す
よ
。
た
だ
、
私
と
し

て
は
話
し
合
っ
て
作
っ
て
行
く
や
り
方
は
、

自
主
映
画
的
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
の
現
場
で
そ

れ
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
の
は
ス
コ
ブ
ル
楽

し
か
っ
た
。
お
ま
け
に
そ
れ
が
妙
な
好
評
を

得
て
、
三
姉
妹
の
生
活
を
描
く
『
猫
が
好
き
』

の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
ん
で
す
。

―
な
る
ほ
ど
。

　

演
出
家
や
カ
メ
ラ
マ
ン
も
積
極
的
に
面
白

が
っ
て
く
れ
て
、
舞
台
中
継
み
た
い
な
雰
囲

気
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
主
映

け
る
こ
と
が
申
し
訳
な
く
て
、
自
然
と
自
己

管
理
能
力
が
身
に
付
い
て
い
た
。
で
も
正
直

言
う
と
、
そ
う
い
う
マ
ジ
メ
な
自
分
が
あ
ま

り
好
き
で
な
い
。
朗
読
シ
ョ
ー
に
打
ち
込
む

の
も
、
自
分
な
り
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
り
、

逆
に
崩
し
た
り
し
た
い
願
望
の
現
れ
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
朗
読
シ
ョ
ー
を
続
け
て
み
て
、
い
か
が

で
す
か
？

　

メ
ン
バ
ー
の
中
で
自
分
が
座
長
な
の
で
、

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
き
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。

突
飛
な
提
案
で
驚
か
せ
た
り
（
笑
）。
１
年

で
30
ス
テ
ー
ジ
く
ら
い
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

ス
タ
イ
リ
ス
ト
さ
ん
と
一
緒
に
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
を
作
っ
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
楽
も

作
っ
た
り
、
や
っ
ぱ
り
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

会
場
の
規
模
も
3
0
0
人
く
ら
い
で
満
員
に

な
る
小
さ
な
町
の
公
民
館
か
ら
、
1
7
0
0

人
く
ら
い
入
る
大
き
な
ホ
ー
ル
ま
で
幅
広
く

て
、
そ
の
変
化
も
楽
し
い
。
客
層
も
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
来
て
く
れ
て
、
む
し

ろ
大
人
の
方
が
多
い
く
ら
い
。
全
体
の
1
割

か
ら
2
割
が
子
ど
も
で
、
大
人
ば
っ
か
り
、

家
族
そ
ろ
っ
て
の
公
演
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

終
演
後
も
サ
イ
ン
会
に
長
蛇
の
列
を
作
っ
て

く
だ
さ
っ
て
、
直
接
感
想
を
伝
え
て
く
だ
さ

る
の
も
嬉
し
い
。

―
い
い
距
離
感
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

　

若
い
頃
は
、
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
に
悩
み
が
ち
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
で
も
、
絵
本
ラ
イ
ブ
み
た
い
に
好
き
な

こ
と
を
楽
し
み
つ
つ
、
同
時
に
「
で
き
な
い

こ
と
」
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
す
ご
く
楽
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
す
る
と
お
芝
居
に
も
気
負
い
が

な
く
な
っ
て
、
す
っ
と
映
画
や
ド
ラ
マ
の
世

界
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
か

し
た
ら
、
人
生
の
中
で
今
が
一
番
充
実
し
た

時
間
か
も
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　

映
画
、
テ
レ
ビ
、
C
M
。
ど
ん
な
場
所
で

も
独
自
の
存
在
感
を
放
つ
女
優
・
室
井
滋
。

80
年
代
に
は
「
自
主
映
画
の
女
王
」
と
し
て

名
を
馳
せ
た
彼
女
は
、
現
在
も
日
本
を
代
表

す
る
稀
代
の
コ
メ
デ
ィ
エ
ン
ヌ
と
し
て
第
一

線
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
。
普
段
、
私
た
ち

が
室
井
さ
ん
を
目
に
す
る
の
は
映
像
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
が
大
半
だ
が
、
そ
の
一
方
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
朗
読
シ
ョ
ー
を
企
画
し
、
全
国

の
ホ
ー
ル
や
公
民
館
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

そ
の
パ
ワ
ー
の
原
動
力
は
い
っ
た
い
な
ん
だ

ろ
う
か
。
富
山
県
で
過
ご
し
た
青
春
期
の
思

い
出
、
演
劇
に
目
覚
め
た
原
点
、
現
在
の
活

動
ま
で
、
幅
広
い
話
を
伺
っ
た
。

お
芝
居
の
世
界
に

飛
び
込
む
た
め
の
秘
訣
と
は
？

―（
巻
頭
用
の
）
写
真
撮
影
お
つ
か
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

面
白
か
っ
た
で
す
。
最
初
「
パ
ラ
パ
ラ
漫

画
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
驚
い
た

ん
で
す
よ
。
一
体
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
。

で
も
、
以
前
金
沢
21
世
紀
美
術
館
に
行
っ
た

と
き
に
カ
ワ
イ
イ
猫
が
動
く
パ
ラ
パ
ラ
漫
画

の
豆
本
を
買
っ
た
の
を
思
い
出
し
て
「
じ
ゃ

あ
、
こ
ん
な
風
に
し
よ
う
」
と
閃
き
ま
し
た
。

―
衣
装
も
、
室
井
さ
ん
ご
自
身
が
持
ち
込

ま
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
室
井
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
も
反
映
し
た
オ
シ
ャ
レ
な
仕
上

が
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

す
ご
い
大
荷
物
で
今
日
は
来
ち
ゃ
い
ま
し

た
ね
。
で
も
私
、
実
際
は
す
ご
い
ド
ン
ク
サ

イ
人
間
で
、
着
飾
る
こ
と
が
た
ぶ
ん
一
番
苦

手
。
若
い
頃
は
も
う
少
し
オ
シ
ャ
レ
に
気
を

つ
か
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
歳
を
と
っ
て
、

も
う
全
然
そ
う
い
う
の
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
。
女
優
の
皆
さ
ん
は
オ
シ
ャ
レ
な
方
ば
か

り
な
の
で
、
逆
行
す
る
の
も
い
か
が
な
も
の

か
と
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
で
も
、
自

分
に
似
合
う
も
の
、
似
合
わ
な
い
も
の
は

ハ
ッ
キ
リ
わ
か
り
ま
す
。

―
今
日
の
撮
影
の
よ
う
に
、
室
井
さ
ん
に

は
い
ろ
ん
な
オ
フ
ァ
ー
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
よ

ね
。
多
様
な
役
柄
を
、
ど
の
よ
う
に
演
じ
分

け
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

例
え
ば
衣
装
の
こ
と
で
言
う
と
、
私
っ
て

衣
装
に
着
ら
れ
ち
ゃ
う
タ
イ
プ
な
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
衣
装
合
わ
せ
は
と
て
も
大
切
で
、
最

初
の
飛
び
込
み
方
を
間
違
え
ち
ゃ
う
と
方
向

修
正
が
難
し
い
。
最
初
の
設
定
を
明
確
に
し

て
、
そ
こ
さ
え
き
ち
ん
と
納
得
で
き
れ
ば
、

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
そ
の
世
界
に
す
っ

と
入
っ
て
い
け
る
。
普
段
は
オ
シ
ャ
レ
で
は

な
い
ん
だ
け
ど
、
演
じ
る
上
で
の
服
装
や
髪

型
は
大
切
だ
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

思
春
期
の
鬱
屈
を
、

演
技
が
救
っ
て
く
れ
た

―
室
井
さ
ん
が
演
技
を
仕
事
に
し
よ
う
と

思
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

　

仕
事
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の
も
、
意
識
的

に
演
劇
を
始
め
た
の
も
か
な
り
遅
い
ん
で
す

よ
。
個
人
的
な
話
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す

け
ど
、
小
学
校
の
時
に
両
親
が
離
婚
し
ま
し

て
、
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
祖
母
と
父
の
３

人
暮
ら
し
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
仕
事
の
都
合

で
父
が
不
在
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
て
、

ほ
と
ん
ど
高
齢
の
祖
母
と
２
人
き
り
の
生
活

で
し
た
。
父
が
大
酒
飲
み
だ
っ
た
り
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
物
忘
れ
が
激
し
く
て
、
思
春
期

の
自
分
に
と
っ
て
難
し
い
環
境
で
し
た
。
そ

れ
で
夜
に
町
を
出
歩
く
よ
う
な
子
に
な
っ
た

ん
で
す
。
で
も
、
出
身
の
富
山
県
っ
て
保
守

的
な
土
地
柄
だ
し
、
本
格
的
に
グ
レ
る
ほ
ど

の
度
胸
も
な
か
っ
た
か
ら
、
お
芝
居
や
映
画

を
見
て
夜
を
過
ご
す
生
活
が
か
な
り
長
く
続

き
ま
し
た
。

―
劇
場
が
、
多
感
な
時
期
の
避
難
場
所
に

な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　

高
校
に
入
っ
て
も
そ
の
生
活
は
続
い
て
い

て
、
先
生
や
友
だ
ち
も
私
が
演
劇
を
よ
く
見

て
い
る
の
を
知
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

で
、
あ
る
年
の
3
年
生
を
送
る
会
で
「
室
井
、

お
芝
居
の
演
出
を
し
て
み
な
い
か
？
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
演
劇
部
に
入
部
し

て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
か
ら
最
初
は
驚

い
た
ん
で
す
け
ど
、
実
際
に
自
作
自
演
で

や
っ
て
み
る
と
す
ご
く
面
白
か
っ
た
。
演
劇

部
の
先
生
も
「
室
井
さ
ん
は
女
優
の
才
能
が

あ
る
！
」
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。

―
そ
れ
が
転
機
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
な
ん
で
す
。私
、単
純
な
の
で「
じ
ゃ

あ
女
優
に
な
っ
ち
ゃ
お
う
か
な
？
」
み
た
い

な
。
そ
れ
で
上
京
し
て
早
稲
田
大
学
に
進
学

し
て
、
入
学
式
の
日
か
ら
さ
っ
そ
く
演
劇

サ
ー
ク
ル
を
探
し
て
。
そ
の
う
ち
に
シ
ネ
マ

研
究
会
に
も
入
っ
て
。

―
80
年
代
に
「
自
主
映
画
の
女
王
」
と
言

え
ば
、
室
井
さ
ん
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
は
ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
全
盛
期
で
、
み
ん
な
8
㎜
カ
メ
ラ
で
自
主

映
画
を
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
知
り
合
い
ば

か
り
だ
っ
た
か
ら
私
が
出
演
す
る
機
会
も
本

当
に
多
く
て
、
審
査
員
の
方
か
ら
「
ど
の
作

品
に
も
出
演
し
て
る
ね
ー
」
な
ん
て
言
わ
れ

ま
し
た
。
東
京
に
出
て
か
ら
は
、
そ
の
く
ら

［パラパラ漫画の作り方］裏表紙、P24～26を点線にそって切り、番号順に重ねて、上部をクリップでとめてください。先をそろえるときれいに動きます。

て
か
ら
な
ん
で
す
。

『
や
っ
ぱ
り
猫
が
好
き
』創
作
秘
話
。

共
同
作
業
が
好
き
な
理
由

―
ホ
ッ
ト
ロ
ー
ド
に
入
っ
た
の
は
『
や
っ

ぱ
り
猫
が
好
き
』
の
途
中
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
で
す
ね
。

―
や
は
り
室
井
さ
ん
と
い
う
と
『
猫
が
好

き
』
の
恩
田
三
姉
妹
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
烈
で

す
。

　

あ
の
作
品
に
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
ち
ょ
っ
と
し
た
偶
然
。
さ
と
ち
ゃ
ん
（
小

林
聡
美
）
と
も
た
い
さ
ん
（
も
た
い
ま
さ
こ
）

の
事
務
所
の
社
長
さ
ん
が
企
画
し
た
番
組
で
、

2
人
と
も
知
り
合
い
だ
っ
た
か
ら
1
回
目
の

放
送
を
テ
レ
ビ
で
見
た
ん
で
す
。
そ
の
時
は

普
通
の
ド
ラ
マ
形
式
で
し
て
…
…
。
で
も
、

い
お
芝
居
三
昧
の
日
々
だ
っ
た
ん
で
す
。
ア

ル
バ
イ
ト
も
単
発
の
も
の
を
1
0
0
個
く
ら

い
や
っ
て
、
体
力
の
限
界
ま
で
働
い
て
、
稽

古
し
て
、
っ
て
い
う
毎
日
で
し
た
け
ど
、
思

春
期
の
生
活
環
境
と
比
べ
れ
ば
本
当
に
パ
ラ

ダ
イ
ス
で
し
た
。
大
学
在
学
中
に
父
が
亡
く

な
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
仕
送
り
も
し
て

く
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
好
き
な
こ
と
に
打

ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
自
主
映
画
や
小
劇
場
の
役
者
と
い
う
と
、

と
に
か
く
生
活
が
大
変
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
室
井
さ
ん
は
む
し
ろ
そ
の

生
活
を
謳
歌
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

「
好
き
な
こ
と
し
か
し
て
な
い
ん
だ
か
ら
、

と
ん
で
も
な
い
」
く
ら
い
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
プ
ロ
の
役
者
と
い
う
意
識
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
だ
い
ぶ
経
っ
て
か

ら
。今
の
事
務
所（
ホ
ッ
ト
ロ
ー
ド
）に
入
っ
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